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党中央政治局会議

田中 修

はじめに

習近平総書記は 7 月 26 日、党中央政治局会議を開催し、当面の経済情勢を分析・検討す

るとともに、下半期の経済政策を手配した。また、25 日には党外人士座談会を開催してい

る。本稿では、これらの概要を紹介する。

１．党中央政治局会議（7 月 26 日）

今年に入り、錯綜し複雑な内外情勢の下、各地方・各部門は党中央の手配に基づき、経

済発展の新常態に積極的に適応し、サプライサイド構造改革の推進に力を入れ、容易なら

ざる成績を得た。

上半期の経済運営は総体として平穏であり、発展方式の転換・構造調整は着実に推進さ

れ、企業収益はある程度反転上昇し、金融市場は総体として平穏に運営され、都市の新規

就業増は引き続き増加し、人民生活は引き続き改善され、社会の大局は安定を維持してい

る。同時に、経済の下振れ圧力は依然かなり大きく、高度に重視すべきリスクの隠れた弊

害が存在する。

現在、経済運営の新常態の特徴はより顕著となり、我々は経済発展の新常態という大論

理（ロジック）をしっかり把握し、サプライサイド構造改革を断固として推進し、プレッ

シャーを動力に転化し、わが国の経済発展を長期にわたる良好な方向へと推進しなければ

ならない。

下半期の経済政策をしっかり行うに際しては、中央経済工作会議の政策決定・手配に基

づき、イノベーション・協調・グリーン・開放・共に享受という発展理念を貫徹し、安定

の中で前進を求めるという政策の総基調と、「マクロ政策を安定させ、産業政策を正確にし、

ミクロ政策を活性化させ、改革政策を実効あるものとし、社会政策で底固めをしなければ

ならない」という総体的考え方を堅持し、総需要の適度な拡大・サプライサイド構造改革

の断固たる推進、良好な発展への期待の誘導という政策の組合せを通じて、経済の平穏な

発展傾向の維持に努力し、第 13次 5 カ年計画の良好なスタートを実現しなければならない。

総需要の適度な拡大を堅持し、積極的財政政策と穏健な金融政策を引き続き実施し、タ

イミングを見計らい、柔軟にコントロールすることを重視し、重点・テンポ・程度をしっ

かり把握して、サプライサイド構造改革のために良好なマクロ環境を作り上げなければな

らない。

各減税・費用引下げ措置を実施し、公共支出の能力・程度を保証し、財政資金の効果を
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発揮させ、社会資金を誘導してより多く実体経済とインフラ建設の脆弱分野に振り向けな

ければならない。

マネー・貸出と社会資金調達の合理的な伸びを誘導し、金融政策の伝達メカニズムをス

ムーズにするよう力を入れ、貸出構造を最適化し、実体経済の発展を支援しなければなら

ない。

金融リスクの隠れた弊害を有効に防止・解消し、合理的な均衡水準での人民元レートの

基本的安定を維持しなければならない。

「開放・管理・サービス」と財政・税制、金融、イノベーション、国有企業等の重点分

野の改革を引き続き深化させなければならない。

「過剰生産能力削減、住宅在庫削減、脱レバレッジ、企業のコスト引下げ、不足の補充」

という 5 大重点任務を全面的に実施し、有効な市場競争を通じて、資源配分の効率を高め、

優勝劣敗と産業再編を実現し、生産能力過剰業種の集中度を高め、科学技術イノベーショ

ンを積極的に推進し、核心的競争力を増強し、新旧動力エネルギーの転換を早急に推進す

る。

正確な方策・有効な方法を採用して 5 大重点任務を推進しなければならない。過剰生産

能力削減と脱レバレッジのカギは、国有企業と金融部門の基礎的改革の深化であり、住宅

在庫削減と不足補充の目指す方向は、都市化プロセスの秩序立った誘導と出稼ぎ農民の市

民化を有機的に結びつけることであり、企業コスト引下げの重点は、労働市場の柔軟性を

高め、資産バブルを抑制し、マクロの税負担を引き下げることである。

市場の予想を誘導することを堅持し、政策の質と透明度を高め、安定したマクロ政策を

用いて市場の予想をしっかり安定させ、重大な改革措置の実施によって発展への自信を強

めなければならない。とりわけ、基本的経済制度を堅持し、民間投資を奨励し、企業のミ

クロ環境を改善し、各種企業の平等な競争・健全な発展の市場環境を創造しなければなら

ない。

内需拡大・経済発展推進に対する、民生改善・社会事業発展の積極的役割を発揮させな

ければならない。

下半期の経済政策をしっかり行うことは十分重要である。各地方・各部門は、思想・認

識を、真に経済情勢についての党中央の科学的判断に統一させ、党中央の政策決定・手配

を貫徹実施することの自覚・主動性を高め、地道に取り組み、勇気をもって引き受け、粘

り強い精神を発揚し、各取組みをしっかり実行に移さなければならない。
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２．党外人士座談会（7 月 25 日）

（１）出席者

党側出席者：李克強、兪正声、劉雲山、張高麗、馬凱、王滬寧、孫春蘭、汪洋、栗戦書、

揚晶、王勇、周小川等

党外人士出席者：民主諸党派代表、全国工商聯主席、林毅夫等

（２）会議の概要

李克強総理が上半期の経済政策に関連する情況を説明し、党中央の下半期経済政策に関

する考慮を紹介。党外人士はこれに賛同。

党外人士は、サプライサイド構造改革の推進、脱貧困堅塁攻略のカギとなる問題の解決、

企業のイノベーション能力向上、農業科学技術の自主的なイノベーションの強化、民間投

資の安定、実体経済の企業コストの引下げ、地方財政・税システムの整備、養老体系の建

設、現代農業を支援するサービス体系の整備、「シルクロード経済ベルト・21 世紀海のシル

クロード」建設の推進、農村末端の基礎固め等について意見・建議を提起。

（３）習近平総書記の重要講話

今年は中国共産党設立 95 周年であり、第 13 次 5 カ年計画スタートの年でもあり、経済

政策をしっかり行い、経済社会発展の良好な勢いを維持することは十分重要である。

総じて見ると、上半期の経済情勢は我々が行った判断を一致しており、依然として総体

として平穏であり、分化傾向にある。今年に入り、錯綜し複雑な内外情勢の下、各地方・

各部門は党中央の手配に基づき、経済発展の新常態に積極的に対応し、安定の中で前進を

求めるという政策の総基調を堅持し、経済構造を引き続き最適化させ、新動力の成長傾向

を加速させてきている。

下半期の経済政策をしっかり行うに際しては、政策組合せの実施を通じて、発展への期

待を誘導し、構造改革の歩みを加速し、経済の平穏な発展態勢維持に努力しなければなら

ない。

積極的財政政策と穏健な金融政策を引き続き実施し、財政・税制改革を加速し、各減税・

費用引下げ政策を実施し、社会資金を誘導してより多く実体経済に振り向けなければなら

ない。

サプライサイド構造改革の推進を堅持し、「過剰生産能力の削減、住宅在庫の削減、脱レ

バレッジ、企業のコスト引下げ、不足の補充」という 5 大重点任務を全面的に実施し、有

効な市場競争を通じて、資源配分の効率を高めなければならない。

各種の企業の平等な競争・健全な発展の市場環境創造に努力しなければならない。
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現在、わが国は小康社会の全面的実現の決勝段階にあり、統一戦線は、発展を継続させ

る重要な宝刀の役割を果たす能力・責任がある。

皆さんが当面の経済情勢に関する党中央の分析・判断を正確に把握し、党中央の政策決

定・手配に思想・行動を統一させ、自信を確固とし、ぶれない力を強め、経済の持続的で

健全な発展の推進のためにより大きな貢献を行うことを希望する。

皆さんがイノベーション・協調・グリーン・開放・共に享受という発展理念を自覚的に

樹立・貫徹し、サプライサイド構造改革の推進という主線にしっかり取り組み、深く調査・

研究を行い、重点問題・難点・共通問題について、かなり強い的確性と操作可能性を備え

た意見・建議を提起し、党中央のために参考を提供することを希望する。

小康社会を全面的に実現し、第 1 の百年の奮闘目標を実現するには、農村貧困人口が全

部貧困から脱することがシンボル的指標となる。現在、貧困扶助開発は最後の保塁を攻略・

克服する段階にある。党中央は、既に脱貧困の堅塁攻略戦に打ち勝つための総体的手配を

行っており、各民主諸党派は 8 つの省レベル行政区と連携し、脱貧困堅塁攻略について民

主的な監督をしてもらいたい。

これは、党中央が各民主諸党派に与えた新任務であり、民主諸党派が民主的な監督機能

を履行する新分野である。皆さんは、問題志向を堅持し、担当する地方の第一線に深く分

け入って調査・研究を行い、意見・批評・建議等の方式を通じて、脱貧困の堅塁攻略の実

施情況について監督を進め、脱貧困の堅塁攻略戦に打ち勝つために貢献しなければならな

い。

（7 月 28 日記）


